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世界に誇る環境主都まつえ～脱炭素社会（カーボンニュートラル）の実現を～

「まつえ環境市民会議」は、市民・事業者・行政が協力して身近な環境活動を実践するため、平成19年2月に設立された市民組織です。

まつえ環境市民会議ホームページ ▲

https://www.shiminkaigi.jp� この冊子は宍道湖産ヨシパルプ30％配合紙を使用しています。

「まつえ環境市民会議」は、みなさんの年会費で運営されます。

申 し 込 み は
会員拡大にご協力ください

〈事務局〉TEL.25－0881まで
申込書はまつえ環境市民会議ホーム
ページからダウンロードできます。

●�活動参加カードは、
今後活動参加される
際にお渡しします。

●�活動参加1回につき
ポイントシール1枚
を配布しますので、
カードに貼ってくだ
さい。

●�カードはシール5枚まで貼れ、カード1枚毎にマス
コットキャラクターを使った賞品を差し上げます。

まつえ環境市民会議の活動に参加して
ポイントシールを集めよう！！会員

募集中

マツエコちゃん

環境問題について、
一緒に考え活動してみませんか

個人会員1,000円／1口
団体会員2,000円／1口
法人会員3,000円／1口
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山陰合同銀行松江市役所支店
（普通）３６０８８９３
まつえ環境市民会議
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水質保全
里山保全
自然とのふれあい
生物多様性の確保

清掃活動
ごみの減量・分別
食品ロス削減
脱プラスチック

�二酸化炭素の排出
抑制・吸収促進
�省エネ・再生可能エ
ネルギーの推進

環境情報の提供
�歴史・文化的な資源
を活用したイベント・
学習会の開催

まつえ環境市民会議4つの活動テーマ

自然環境の保全

地球温暖化防止

ごみの減量

環境教育の推進

2025.3 設立総会

「グリーンのカーテン」フォトコンテスト2025「グリーンのカーテン」フォトコンテスト2025

自宅のフェンス全体にツルを伸ばしたアサガオのグリーンカー
テンに、兄弟で仲良く水やりをする姿がイキイキと写し出された
田北淳二様の作品が最優秀賞となりました。
令和7年11月にふれあい広場（黒田町）で開催された「まつえ

ファーマーズマーケット」において表彰式（最優秀賞1点、優秀
賞3点、入選4点）を行い、その作品パネルをゴーヤ苗配布の拠
点となっている各公民館において巡回展示中です。他の作品も含
め是非ご覧になってください。
（公民館の展示予定はホームページでご確認ください）

松江市は2020年12月に「ゼロカーボンシティ」を表明し、2050年までに温室効果ガスの排
出量を実質ゼロとすることを目標に定め、各種取り組みを進めています。その一つとして、脱
炭素社会の実現に向けた「キーテクノロジー」として期待される「水素」に着目し、昨年3月に
「まつえ水素活用協議会」を設立して、地域特性を踏まえた水素サプライチェーン「松江市モデ
ル」の構築を目指し、実効性のある水素の利活用に向けた検討を開始しています。この協議会
は、水素に携わる又は関心のある市内外26の企業・団体で構成され、松江市長を会長とし、当会
議の佐藤代表が副会長の一人として参加しています。昨年12月に開催された第2回協議会及
び意見交換会については、次頁をご覧ください。また、松江市内における水素利活用に関する
調査及び検討業務を専門のコンサルタント会社に委託し、年度末には具体的な報告が出され
る予定であり、今後紹介したいと考えています。

まつえ水素活用協議会まつえ水素活用協議会
「�松江市における地域特性を踏まえ
た水素利活用の検討について」

ご存じですか？ご存じですか？

最優秀賞作品



令和7年12月15日（月）第2回まつえ水素活用協
議会及び意見交換会が島根県市町村振興センターで
開催されました。水素に関する取り組み事例報告と、
一般参加も含めた意見交換会が主な内容でした。
取り組み事例としては、設備や輸送面での課題が

大きいため、松江市でいきなり水素の大量導入とい
うことは現実的に難しく、地産地消を可能とする小
さな水素社会の実現、それに向けて水素化ホウ素ナ
トリウムを携帯可能な水素エネルギー源として製造
する装置とそこから水素を発生させる装置、発生し
た水素を使うという面で、実際に鳥取市で実証実験
中の下水終末処理施設の汚泥から取り出した二酸化
炭素に水素を入れることで発生するメタンをそのま
ま都市ガスに利用する構想などが紹介されました。
また、水素社会実現に向けた地方自治体の取り組

みとして、東日本大震災で甚大な被害が発生した福島県浪江町で行われている先進的な事例の数々が紹介されま
した。浪江町には周囲にある太陽光発電より得られる再生可能エネルギーを利用した世界最大級の水素製造施設
（FH2R）があり、出力変動の大きい再生可能エネルギーの電力を最大限利用するとともに、クリーンで低コスト
な水素製造技術の確立を目指しています。併せて水素利用を考える事業者との連携や支援にも取り組み、当会議
の法人会員でもある島根電工さんが参画されています。
意見交換会では、参加者が驚くほど水素活用が進んでいる浪江町に質問が多く出るとともに、携帯可能な水素

化ホウ素ナトリウムの防災面での利用の可能性、将来的な水素ステーションの設置のあり方などについて、議論
が行われました。

まつえ水素活用協議会まつえ水素活用協議会及び及び意見交換会意見交換会

浪江町の「水素パンフレット」より浪江町の「水素パンフレット」より

福島水素エネルギー研究フィールド（FH2R）

出典：国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構出典：国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構

第2回



エコライフサポーターズ松江地区様

地域の地球温暖化の現状や地球温暖化対策に関する知識の普及などを図るため、
知事の委嘱により、松江地区では9名、県内では39名の推進員が活動しています。�
（11期時点）

● �脱炭素等に取組む地域住民のグループによる生活に密着した活動の企画、実施、
支援

● �普及啓発活動のための「脱炭素チャレンジ集」等広報資材の製作、配布
➡�「しまね脱炭素チャレンジ集」は、令和元年より県内各地を5年間かけて取材
し知事報告

● �次世代教育として、幼保園でのミニエコ講座、小学校でのチャレンジブック授業
➡�「しまねゼロカーボンチャレンジブック」により冬休み前後2回授業し、それ
ぞれのエコライフチェックにより、診断書を配布

● �島根県や松江市、エコサポしまねの活動への協力
➡�地球温暖化が一般化していない時から活動を始め、現在では「低炭素」から
国を挙げての「脱炭素」となりました。まつえ環境市民会議では「ゴーヤ」�
「エコドライブ」「省エネ」「地球温暖化防止」についての企画提案をし、今では同
会議の活動として取り組んでもらって市民へ広く啓発ができています。

多くの人で賑わう会場多くの人で賑わう会場

ワークショップやセミナー　子ども達も楽しめる企画が盛りだくさんワークショップやセミナー　子ども達も楽しめる企画が盛りだくさん

9月28日（日）市役所テラスで、新松江市合併20周年記念としてまつえ環
境フェスティバル2025を開催しました。当日は天候にも恵まれ、ファーマー
ズマーケットの同時開催、生活環境保全功労者表彰、環境関係の取り組み紹
介・パネル展示、大人も子どもも楽しめる各種ワークショップやセミナーなど、
約800名の参加者で賑わいました。今回は特にフードドライブやふくふく交
換会、ふるきものやなど「リユース」に力を入れた取り組みが多く行なわれ
ました。フードドライブに寄せられた食品は社会福祉協議会へ寄贈しました。

ままつつええ環環境境
フフェェスステティィババルル 22002255

今日からできる
今日からできる

　エコアクション
　エコアクション

お掃除お掃除
サウルスもサウルスも

  乱入!!  乱入!!

まつえ環境市民会議 法人・団体会員の 
環 境 貢 献 活 動 の ご 紹 介 0606

Report



まつえ環境市民会議事務局　〒690－0826 松江市学園南一丁目20番43号 TEL.0852－25－0881・FAX.0852－55－5497　E-mail：matsue@shiminkaigi.jp

令和7年9月13日（土）
海岸漂着ごみ回収（古浦海岸）～地元団体「はまひるがお」と共催

令和7年11月1日（土）・12月13日（土）
楽山公園竹林整備・遊歩道整備

令和7年12月20日（土）
デコ活・食品ロス削減の街頭啓発活動

（イオン松江店）

令和7年10月25日（土）
松江城探検ウオークラリー（国宝松江城から学ぶ環境学習会①）

令和7年11月8日（土）�（まつえファーマーズマーケットにて表彰式）
「グリーンのカーテン」フォトコンテスト表彰

最近の活動から
令和7年7月～12月

令和7年7月31日（木）
環境について楽しく学ぶ親子体験教室

「リサイクルプラザ見学と科学実験教室」

令和7年12月21日（日）
電動堀川遊覧船エコツアー

（国宝松江城から学ぶ環境学習会②）

令和7年8月30日（土）
海ごみゼロ大作戦と環境学習会（島根町野波海岸）

⃝東日本大震災以降、太
陽光発電を中心とした再
生可能エネルギーの導入
が加速してきましたが、
一方で課題も指摘され、

2050年のゼロカーボンに向けいろいろ
な選択肢の一つとして水素を検討する
もので、まずは多くの人に知ってもら
うことが重要であり、引き続き情報提
供していきたいと考えています。
⃝今年5月市役所新庁舎
完成により、市民会議を
含む環境センターが本
庁舎(西棟3階)へ移転し
ます。

編 集

後 記


